
別表２

（2017年度本科第4学年進級者以降）

科目名（注 1） 科目等選択条件

学位授与機構により
学士の認定を受けるこ
と

124 単位以上 ―

コースの教育課程を
修了すること

参考付表参照 250 時間以上 ―

参考付表参照 250 時間以上 ―

参考付表参照 900 時間以上 ―

1600 時間以上 ―

（A-1）社会倫理
①多様性の理解
②グローバルな視点

①英語A、法学
②社会倫理学特論

別表１参照 ―

（A-2）技術者倫理
①社会問題の科学的理
解
②技術者の社会的責任

①技術者倫理（建築学科
は建築技術者倫理）
②社会倫理学特論、特別
実習、特別研究

別表１参照 ―

（B-1）計画
①調査・検索能力
②企画・創案能力
③問題抽出・検討能力
④設計・計画能力

（B-2）実行
①知識・技術取得能力
②協調・管理統率能力
（チームワーク能力）
③実践能力
④継続的改善能力
⑤報告書作成・プレゼン
テーション能力
⑥評価能力

（C-1）日本語
①的確な日本語で表現
できる
②日本語で検討・議論が
できる

別表１参照
①総合国語、特別研究
②総合国語、特別研究

別表１参照

（C-2）外国語
①英語・ドイツ語による
基礎的な表現ができる
②英語で基礎的な検討・
議論ができる
③英語の基礎的な聴き
取り、読解ができる

別表１参照
①英語特講１・２、英語A、
特別研究
②英語特講１・２
③英語特講１・２

別表１参照

TOEIC425 相当以上
の能力を有することを
英語特講２の単位認
定の条件とする

学
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（
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シ
ョ
ン

能
力

達成度判定項目

達成度の評価方法

単位取得を要する科目あるいは時間数
その他の条件

学士学位取得

取得単位数

コース修了

専門分野

環境システムデザイン工学教育プログラムの達成度判定方法

数学、自然科学、
情報技術等

人文、社会科学
授
業
時
間

別表１参照
①特別研究、創造工学実習
②創造工学実習、特別研究
③特別実験（専攻科1年前期）、特別実習、創造工学
実習、特別研究
④特別実験（専攻科1年前期）、創造工学実習、特別
研究

別表１参照
①特別実験（専攻科1年前期）、創造工学実習、特別
研究
②特別実験（専攻科1年前期）、創造工学実習、特別
実習
③特別実験（専攻科1年前期）、特別実習、創造工学
実習、特別研究
④特別実験（専攻科1年前期）、創造工学実習、特別
研究
⑤特別実験（専攻科1年前期）、特別実習、創造工学
実習、特別研究
⑥特別実験（専攻科1年前期）、特別実習、創造工学
実習、特別研究

（
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倫
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学協会等で口頭発表
できる能力を有するこ
と
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ン
能
力

合計



別表１、参考付表（D-1）①
数学科目群参照

(D-1) ①科目群におい
て、別々の系において合
計4科目以上の単位取得

別表１、参考付表（D-1）②
自然科学科目群参照

（D-1）②科目のうち3科
目以上の単位取得

（D-2）基礎工学
別表１、参考付表（D-2）科
目群参照

（D-2）科目各系1科目以
上、合計6科目以上の単
位取得

（D-3）専門共通分野
別表１、参考付表（D-3）科
目群参照

（D-3）科目群の別々の
系から、合計4科目以上
の単位取得

（D-4）専門分野
別表１、参考付表（D-4）科
目群参照

（D-4）科目群において4
科目以上の単位取得

（D-5）異分野
①異なった技術分野を
理解できる
②複数の分野にまた
がった計画を立案しこれ
を遂行できる
③人間と環境を意識した
技術的なアイディアを提
案できる

別表１参照
①特別実験（専攻科1年前
期）
②特別実験（専攻科1年前
期）、創造工学実習
③創造工学実習

①左記の指定された科
目の単位取得
②別表１参照
③別表１参照

（
Ｅ

）
情
報
技
術

①情報機器を使いこなす
ことができる
②情報機器で企画・構築
ができる
③専門分野で必要とされ
るプログラミングができる
④表現化して説明できる

別表１、参考付表（E）参照
各系1科目合計4科目以
上の単位取得

複数の系に同じ科目
が重複してもかまわな
いが、合計科目は
別々であること
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目
標

（D-1）理学
①数学
②自然科学

（
Ｄ

）
専
門
知
識
・
能
力

注１）「本教育プログラム達成度水準」に達していない科目については、その科目に関する能力が「本教育プ
ログラム達成度水準」以上に達したことを証明する必要がある。その手続きは別に定める。参考付表とD－E
の科目群は本校ホームページのシラバスに記載。
２）チームワーク能力については、本科各学年の工学実験や工学基礎研究、リテラシー教育等のグループに
よる各種地域連携活動への積極的な参加を、必修科目にて、または、自発的選択修得により、推奨する学
習環境を整え、上記の本教育プログラム達成度の確認へ繋げるものとする。
３）本表における特別研究は、1年次は特別研究 1、2年次は特別研究２である。


